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§４ 放物線と相似拡大 

Ｈ４.１

放物線 2 6
1
2

4xy x   をCとし、求める中点

Mの軌跡を Dとする。
Cの式を平方完成すると、
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だから、Cの頂点はA( 4, 2)  である。OAの
中点 ( 2, 1)  を B とする。A を通り x軸に平
行な直線にPから下ろした垂線の足をHとし、
OHの中点をH 'とする。 BMH '△ は△APHの

Oを中心とした
1
2
倍の相似拡大であり、
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が成り立つ。ここで、Cは放物線 21
2

y x を

平行移動したものであり、PはC上の点だか
ら、
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をみたす。これより、
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一方、
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だから、①, ②より、
2MH ' (BH ' )   ······································· ③

となる。BH ' , MH 'はそれぞれ AH, PHと平
行であり、したがって、それぞれ x軸、 y軸

と平行である。ゆえに③は、放物線 2y x を

頂点がBになるように平行移動した放物線上
にMがあることを意味する。PがCをくまな
く動くとき、Mもこの放物線をくまなく動く
から、この放物線が求める軌跡 Dであり、そ
の式は、

2( 2) 1xy  

である。

※ DはCの O を中心とした
1
2
倍の相似拡大

である。(問 4.1(2)や問 4.4 から)Cを平行

移動した 21
2

y x の O を中心とした
1
2
倍

の相似拡大が 2y x であることを認める

と、Dは 2y x を平行移動した放物線で頂

点が Bであるものと直ちに分かる。

x

y

O

A
B

P M

H H '

C

x

y

O4
1

6

3

2

2A

C D

B



Ｈ４.２

(1) 2 5 6 0xx    ①
の解は、 2 5 6xy x   のグラフで y座標
が負となるような xの範囲である。グラ
フの x切片を求めると、
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よって、図より、①の解は
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(2) 2 2 24 0x x   ①
の解は、 2 2 24xy x    のグラフで y
座標が負となるような xの範囲である。
グラフの x切片を求めると、
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よって、図より、①の解は

4, 6x x  

(3) 2 4 1 0xx   ≧ ①

の解は、 2 4 1xy x   のグラフで y座標
が 0以上となるような xの範囲である。
グラフの x切片を求めると、

2

2

2

4 1 0

4 4 1 4

( 2) 5

2

52

5

x x

x x

x

x

x

  

   

 

  

  

よって、図より、①の解は

, 22 5 5 xx  ≦ ≦
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(4) 2 13 0x x   ①
の解は、 2 13xy x    のグラフで y座
標が正となるような xの範囲である。グ
ラフの x切片を求めると、

2

2

2

2

1 0

3 1 0

9 9
1

4 4

3 13
2 4

3 13
2 2

3 13
2

3

2

3x

x x

x x

x

x

x

x

 

  

  

 
 

 

  

  





 



よって、図より、①の解は
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(5) 2 02x x ≦ ①

の解は、 22y xx  のグラフで y座標が
0 以下となるような xの範囲である。グ
ラフの x切片を求めると、
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よって、図より、①の解は
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(6) 2 3 5 0xx   ≧ ①

の解は、 2 3 5xy x   のグラフで y座標
が 0以上となるような xの範囲である。
グラフの x切片を求めようとすると、
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となり、これをみたす実数は存在しない。

（ 2 3 5xy x   のグラフの x切片は存
在しない。）

よって、図より、①の解は
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